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と
き
め
き
隊
は
今
年
三
度
目
の
行
事
「
と

き
め
き
隊
の
Ｔ
ｅ
ａ　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
」を
開

催
し
、
十
一
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
東
広
島
市
志
和
町
の
山
延
牧
場

を
視
察
し
、
山
延
豊
さ
ん
、
眞
智
子
さ
ん
、

伊
久
江
さ
ん
か
ら
牧
場
の
経
営
内
容
等
の
説

明
を
聞
き
、
そ
の
後
、
東
広
島
市
豊
栄
町
の

ト
ム
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を

借
り
て
「
Ｔ
ｅ
ａ　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
」を
開
催

し
た
。
会
に
は
、手
造
り
の
ピ
ザ
や
タ
ル
ト
、

マ
カ
ロ
ン
等
を
持
ち
寄
っ
て
楽
し
く
会
話
を

楽
し
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
山
延
伊
久
江
さ
ん
か
ら
は
、
昨
年

七
月
の
全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
酪
農
発
表

大
会
の
報
告
と
、
改
め
て
参
加
者
の
前
で
発

表
頂
い
た
。

　

次
回
行
事

は
三
月
下
旬

と
し
て
、
事

前
に
打
合
せ

す
る
こ
と
を

決
め
て
散
会

さ
れ
た
。

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

c o m m u n i t y

と
き
め
き
隊

一
月
二
十
一
日
　
東
広
島
市
志
和
町
・
豊
栄
町

「山延牧場」視察
「Tea  Party」

　

広
酪
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
三
次
支

部（
代
表　

檜
高
侑
祐
）は
、
平
成
二
十
六
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
会
員
十
九
名
の
う

ち
十
一
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　

討
議
事
項
の
「
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
実
績
報
告
」、「
平
成
二
十
七

年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
」、

「
役
員
改
選
」を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
全
て

承
認
さ
れ
た
。

　

新
代
表
に
は
向
田
修
実
氏（
庄
原
市
高
野

町
）、
新
監
事
に
は
前
谷
隆
博（
庄
原
市
）
氏

が
就
任
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
若
い
メ

ン
バ
ー
も
多
数
参
加
が
あ
っ
た
。
日
頃
の
飼

養
管
理
の
苦
労
や
乳
牛
改
良
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
、
今
年
は
全
共
も
開
催
さ
れ
る
年
で

も
あ
っ
て
、
出
品
に
向
け
た
意
欲
的
な
会
話

で
終
始
和
や
か
で
あ
っ
た
。

新
代
表
に
向
田
修
実
氏
選
任

平
成
二
十
六
年
度

通
常
総
会

広
酪
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
三
次
支
部

一
月
二
十
三
日

庄
原
市
「
ホ
テ
ル
比
婆
荘
」

　

広
島
市
酪
農
振
興
協
議
会（
会
長

　

渡
辺
和
裕
、
会
員
六
名
）は
、
砂

谷
酪
農
部
会（
五
名
）と
合
同
懇
親
会

を
開
催
さ
れ
た
。
広
酪
か
ら
は
、
高

松
む
つ
み
所
長（
西
部
事
業
所
）が
出

席
し
、
都
府
県
の
生
産
量
の
減
少
等

を
報
告
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料（
株
）

森
田
次
長
か
ら
は
、
一
月
か
ら
三
月

期
の
配
合
飼
料
供
給
価
格
の
値
上

げ
、
飼
料
穀
物
等
の
情
勢
報
告
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
昼
食
を
取
り
な
が

ら
懇
親
を
深
め
ら
れ
、
砂
谷
酪
農

部
会
の
木
村
氏
か
ら
は
「
次
回
の
合

同
懇
親
会
で
は
、
研
修
会
を
行
い
ま

し
ょ
う
」と
あ
っ
た
。

任
意
組
織

連
携
し
て
!!

広
島
市
酪
農
振
興
協
議
会

一
月
二
十
二
日
　
は
う
で
い
亭
伴
店

（
発
表
す
る
山
延
さ
ん
）

（山延牧場を視察）

（トムミルクファームでの
Tea Party の様子）
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広
酪
西
部
ミ
ル
ク
会（
会
長
・
西

原
美
和
、
会
員
十
八
名
）は
、　

荻
野

喜
江（
お
ぎ
の
き
え
）
次
長（
中
国
四

国
農
政
局
経
営
・
事
業
推
進
部
）
を

講
師
に
招
き
「
農
業
女
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
て
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
昨
年
十
一

月
に
ト
マ
ト
農
家
の
取
材
に
来

ら
れ
た
荻
野
次
長
と
の
意
見
交

換
会
「
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
農

業
女
性
」に
西
原
会
長
が
出
席
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
た
。

　

荻
野
次
長
か
ら
は
「
農
業
の
中

で
の
女
性
の
位
置
づ
け
が
重
要
。

家
族
経
営
の
中
で
は
女
性
が
下

支
え
。
女
性
の
感
性
、
視
点
の

豊
か
さ
、
行
動
力（
口
コ
ミ
）、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
活
か
し
て
、

農
業
界
の
女
性
を
助
演
か
ら
主

演
女
優
に
し
た
い
」と
、
自
身
が

立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
農
業
女
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
現

在
で
農
業
女
子
二
百
三
十
三
名
、
参

加
企
業
二
十
企
業
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

二
百
五
十
名
が
参
加
さ
れ
、
女
性
農

業
者
が
日
々
の
生
活
や
仕
事
、
自
然

と
の
関
わ
り
の
中
で
培
っ
た
知
恵
を

様
々
な
企
業
の
シ
ー
ズ（
企
業
が
新

し
く
開
発
、
提
供
す
る
特
別
な
技
術

や
材
料
）
と
結
び
つ
け
、
新
た
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
を
広
く
発
信

し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
こ
れ
を
通
じ
て
農
業
内
外
の

多
様
な
企
業
・
団
体
と
連
携
し
、
農

業
で
活
躍
す
る
女
性
の
姿
を
様
々
な

切
り
口
か
ら
情
報
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
①
社
会
全
体
で
の
女
性
農
業

者
の
存
在
感
を
高
め
る
、
②
女
性
農

業
者
自
ら
の
意
識
改
革
、
経
営
力
の

発
展
を
促
す
、
③
若
い
女
性
の
職
業

と
し
て
「
農
業
」を
選
択
す
る
若
手
女

性
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

研
修
会
後
に
は
、
参
加
者
が
準
備
さ

れ
た
数
々
の
料
理
等
を
頂
き
、
和
や
か

な
懇
親
の
場
と
な
っ
た
。

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

　

豊
平
町
酪
農
振

興
会（
会
長　

宮
村

道
徳
、
会
員
六
名
）

は
、
恒
例
の
新
年
会

を
開
催
さ
れ
、
広
酪

か
ら
は
高
松
む
つ
み

所
長
、
加
藤
祐
一
技

師
の
二
名
が
出
席
し

た
。

　

高
松
む
つ
み
所
長

か
ら
は
着
任
の
挨
拶

に
加
え
、
四
月
か
ら

の
乳
価
引
き
上
げ
、

ま
た
、
配
合
飼
料
の
値
上
げ
、
組
合
の
飼
料
イ
ネ
確
保
へ
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
北
広
島
支
所
の
山
形
主
任
主
事

は
、
昨
年
の
共
済
組
合
の
合
併
に
よ
り
、
組
合
員
に
よ
り
身

近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
の
挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
北
広
島
町
管
内
の
任
意
組
織
が
一
つ
に
な
る
こ

と
か
ら
、
豊
平
町
酪
農
振
興
会
と
し
て
の
新
年
会
は
最
後
と

あ
っ
て
、夫
婦
、家
族
で
の
参
加
で
賑
や
か
な
新
年
会
と
な
っ

た
。

「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

農
業
界
の
女
性
を
「
主
演
女
優
」に
!

気
持
ち
を
新
た
に

（
温
故
知
新
）

広
酪
西
部
ミ
ル
ク
会

豊
平
町
酪
農
振
興
会

一
月
十
六
日
　
西
部
事
業
所

一
月
九
日
　
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
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西
部
楽
酪
会（
会
長　

砂
子
拓
也
、
会
員
十
五
名
）は
、

酒
井
亮
獣
医
師（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
北
広
島
家
畜
診
療
所
）

を
講
師
に
招
き
「
乳
用
牛
子
牛
の
育
成
管
理
」の
研
修
会

を
開
催
し
十
六
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
広
酪
か
ら
は
西
部

事
業
所
の
高
松
む
つ
み
所
長
、
加
藤
祐
一
技
師
、
本
所
事

業
推
進
課
の
河
野
洋
一
職
員
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
「
子
牛
育
成
管
理
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
事
前
に

配
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場
で
の
子
牛
の
管
理
状
況
を
発
表

後
に
開
会
し
た
。
酒
井
獣
医
師
は「
子
牛
の
育
成
は
将
来
、

そ
の
牛
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
準
備
期
間

で
あ
り
、
育
成
期
間
中
に
発
育
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

器
官
と
し
て
体
格
、
消
化
機
能（
第
一
胃
）、
乳
腺
の
発
達
、

正
常
に
発
育
さ
せ
る
に
は
出
生
か
ら
の
栄
養（
特
に
蛋
白

質
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
最

も
重
要
で
あ
る
」と
説

明
さ
れ
た
。

　

研
修
後
に
は
、
出
生

時
の
処
理
、
初
乳
の
与

え
方
、
水
の
制
限
、
ス

タ
ー
タ
ー
の
給
与
等
、

事
前
の
各
牧
場
に
お
け

る
作
業
手
順
等
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ

れ
た
。

我
が
家
の
子
牛
の
育
成
は
…

西
部
楽
酪
会

一
月
二
十
日
　
西
部
事
業
所

　

西
部
楽
酪
会（
会
長 

砂
子
拓
也
）は
十
一
名
が
参
加
し
て

新
年
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
日
々
の
酪
農
作
業
に
お
い
て
、
工
夫
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
各
自
で
持
ち
寄
り
発
表
さ
れ
た
。
発
表
者
の
中
に
は

「
自
分
の
日
々
の
作
業
で
は
特
段
工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

な
い
」と
前
置
き
し
た
上
で
、「
搾
乳
時
に
バ
ケ
ツ
に
湯
を
入

れ
、
冷
め
た
ら
次
亜
塩
を
入
れ
て
タ
オ
ル
を
洗
い
、
乳
房
を

拭
く
」。「
牛
床
に
乳
が
漏
れ
た
ら
、
す
ぐ
水
で
流
し
殺
菌
剤

で
拭
き
、
オ
ガ
粉
を
敷
き
、
乳
房
炎
防
止
に
努
め
て
い
る
」

等
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、他
の
会
員
は
驚
き「
一

番
、
工
夫
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
！
」
と
、

相
互
に
良
い
と
こ
ろ
を

学
び
合
う
こ
と
が
出
来

た
。

　

参
加
者
は
「
日
々
の

自
分
の
作
業
は
身
体
に

染
み
つ
い
て
い
て
、
言

わ
れ
る
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
」と
感
想
を
述

べ
ら
れ
、
新
た
な
改
善

点
等
を
見
つ
け
出
す
一

歩
と
な
っ
た
意
義
深
い

新
年
研
修
会
と
な
っ

た
。

　

さ
あ
、
ま
た
意
欲
旺

盛
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

う
!!
エ
イ
エ
イ
オ
～

酪
農
作
業
の
発
表
か
ら
新
発
見
！

西
部
楽
酪
会

一
月
二
十
三
日
　
西
部
事
業
所

　

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会

（
会
長　

玉
浦
転
、
会
員
十
六

名
）は
勉
強
会
を
開
催
し
、
長

尾
真
志
氏（
全
酪
連
三
次
駐
在

員
事
務
所
）
か
ら
穀
物
相
場
、

乾
牧
草
の
飼
料
情
勢
の
報
告
、

寺
道
弘
生
事
業
推
進
課
課
長

補
佐（
広
酪
）
か
ら
酪
農
情
勢

の
報
告
を
受
け
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

会
員
か
ら
は
乳
価
情
勢
、

体
細
胞
数
の
見
直
し
、
牛
白

血
病
対
策
、
乳
脂
肪
の
緩
和

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
関
係
機
関
を
交
え
て
新
年
会
を
開
催
し
、

玉
浦
会
長
は
「
昨
年
は
組
合
員
の
怪
我
が
多
く
、
今
年
は
病

気
・
怪
我
の
無
い
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
さ
れ
、
木

原
組
合
員
の
乾
杯
発
声
で
新
年
会
を
始
め
た
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
利

用
者
の
話
を
聞
き
、
乾
草
の
値
段
が
上
が
っ
て
い
く
中
「
今

後
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
利
用
を
検
討
し
て
み
た
い
」と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
酪
農
家
の
皆
が
集
ま
れ
ば
『
儲
か
ら
ん
』の
話
ば
か
り

だ
が
、「
儲
け
た
酪
農
家
の
話
を
聞
い
て
、
知
恵
を
絞
っ
て

自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
想
像

を
膨
ら
ま
す
こ
と
も
大
事
」と
の
意

見
も
あ
り
、
今
年
一
年
の
飛
躍
を

誓
わ
れ
て
い
た
。

今
こ
そ
創
意
工
夫
を
！

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会

一
月
二
十
七
日
　
た
か
み
や
湯
の
森
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庄
原
地
域
酪
農
振
興
会
と
庄
原
ミ
ル
ク
の
会
、
庄
原
メ
ン

バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
合
同
で
新
年
会
を
開
催
し
、
旧
庄
原
市
内

の
酪
農
家
及
び
庄
原
市
職
員
、
広
酪
か
ら
は
岩
竹
重
城
組
合

長
、
寺
道
弘
生
課
長
補
佐
、
藏
崎
哲
治
課
長
補
佐（
事
業
推

進
課
）約
二
十
名
が
参
加
し
た
。

　

庄
原
地
域
酪
農
振
興
会
の
赤
木
靖
会
長
は
開
会
挨
拶
で
振

興
会
行
事
へ
の
協
力
の
御
礼
、
今
後
の
行
事
予
定
を
伝
え
、

岩
竹
組
合
長
か
ら
は
組
合
情
勢
と
酪
農
情
勢
に
触
れ
挨
拶
し

た
。　

　

庄
原
市
の
片
岡
係
長
か
ら
は
市
の
畜
産
振
興
支
援
事
業
の

説
明
と
活
用
を
求
め
ら
れ
た
。懇
親
会
で
は
藤
岡
辰
彦
氏（
広

酪
理
事
）
の
乾

杯
発
声
で
懇

親
会
を
始
め
、

厳
し
い
酪
農

状
況
を
乗
り

切
る
糧
に
な

れ
ば
と
各
々

情
報
交
換
等

が
行
な
わ
れ

て
い
た
。
会

は
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。

庄
原
地
域
合
同
新
年
会

庄
原
地
域
酪
農
振
興
会
・
庄
原
ミ
ル
ク
の
会
・
庄
原
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

一
月
二
十
八
日
　
庄
原
市
「
比
婆
観
光
本
店
」

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

c o m m u n i t y

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
組
合
長　

伊
達
薫
、
組
合
員
十
九

名
）は
、
平
成
二
十
六
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
実

出
席
は
十
七
名
、
委
任
二
名
の
出
席
か
ら
総
会
は
有
効
成

立
し
、
提
出
議
案
は
全
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

伊
達
組
合
長
か
ら
は
「
年
々
組
合
員
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
不
況
の
中
、
色
々
な
策
を
考
え
て
や
っ
て
頂
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
更
に
目
標
を
高
め
に
も
っ
て
、
よ
り

邁
進
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、来
賓
と
し
て
出
席
し
た
岩
竹
重
城
組
合
長（
広

酪
）は
、
最
近
の
酪
農
情
勢
を
踏
ま
え
、
四
月
か
ら
の
乳

価
三
円
の
値
上
げ
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
利
用
状
況
等
の
報
告
等
を
述

べ
て
、「
酪
農
家
が
減
少
し
て
生
産
乳
量
も
目
標
に
及
ば

な
い
。
皆
さ
ん
に
は
し
っ
か
り
搾
っ
て
頂
き
、
餌
を
利
用

し
て
頂
き
た
い
。
組
合
も
舵
取
り
を
し
っ
か
り
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

今
年
度
は
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
新
役
員
を
決
定
し
溝

辺
清
春
さ
ん
が
代
表
挨
拶
で
「
三
年
の
任
期
を
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
甲
奴
郡
酪
の
た
め
に
捧
げ
頑
張
り
ま
す
。
新
組

合
長
は
後
日
役
員
会
で
決
定
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
目
標
を
高
く
し
、
前
向
き
に

進
ん
で
不
況
を
乗
り
越
え
よ
う
と
の
考
え
で
「〝
挑
戦
〟、

不
況
の
壁
を
打
ち
破
ろ
う
」を
掲
げ
、
広
酪
と
同
調
し
て

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
乳
質
向
上
に
全
員
で
努
力
し
、
乳
成
分
・
体
細

胞
数
・
生
菌
数
の
全
て
の
ペ
ナ
ル
テ
イ
が
年
間
通
し
て
五

回
以
内
、
も
し
く
は
前
年
度
の
ペ
ナ
ル
テ
イ
回
数
の
二
分

の
一
以
内
に
半
減
、
乳
量
が
昨
年
よ
り
増
産
さ
れ
た
方
の

表
彰
が
あ
り
、
計
十
八
名

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
組
合
員

の
家
族
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広

島
の
職
員
も
出
席
さ
れ
、

鈴
木
道
弘
専
務（
広
酪
）の

挨
拶
に
続
き
、
小
役
丸
課

長（
山
陽
乳
業
㈱
）の
牛
乳

乾
杯
の
発
声
で
終
始
和
や

か
な
年
初
め
の
会
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
二
月
九
日
に

開
催
さ
れ
た
役
員
会
で

は
、
新
組
合
長
に
溝
辺
清

春
さ
ん
を
互
選
し
就
任
を

決
定
さ
れ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
「〝
挑
戦
”
不
況
の
壁
を
打
ち
破
ろ
う
!!
」

新
組
合
長
に
溝
辺
清
春
氏

甲
奴
郡
酪
農
組
合

一
月
二
十
七
日
　
東
部
事
業
所


